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第３回 大牟田市立学校適正規模・適正配置検討委員会（摘録）

【日 時】 令和５年８月８日（火） １５：００～１６：１５

【場 所】 北別館４階 第１会議室

【出席者】 検討委員会委員 １６人 （欠席３人）

教育委員会事務局 ６人

【次 第】 司会：学校再編推進室主査

１ 開会

２ 議題

（１）第２回 大牟田市立学校適正規模・適正配置検討委員会の摘録について

発言者 発言内容

委員長 議題に入る前に、会議の公開・非公開について皆さんにお諮りいたしま

す。

本日の会議も前回同様、原則公開で進めたいと思います。ただし、状況に

よっては、会議の途中であっても、公開・非公開の取扱いを皆さんにお諮り

することもあります。このような取扱いでよろしいでしょうか。

全委員 異議なし。

委員長 そのように取扱いをいたします。

それでは本日の協議に入ります。レジュメの１ページ、会議次第をご覧

ください。

本日の議題は、３つあります。

議事の進め方ですが、まず１つ目の第２回検討委員会の摘録について確

認し、次に２つ目の第２期実施計画の進捗整理と今後の学校再編整備の考

え方のまとめ、答申書（案）の検討及び作成を行い、休憩を挟んで３つ目の

議事のまとめに入ります。

なお、前回お知らせしたとおり、今回検討委員会に参加いただいての感

想ご意見などを、皆さんから各自一言ずつお願いしたいと思います。

それでは議題に沿って進めて参りますので、よろしくお願いいたします。

初めに、議題（１）、第２回検討委員会の摘録についてです。

皆さんすでに内容についてご確認いただいていると思いますが、摘録に

ついては、ご承知のとおり、検討委員会のご承認を受けた後、公開するとい

う取扱いですので、この内容に修正等がなければ、皆さんにご承認をいた

だき、市の情報公開センター、ホームページで公表されるということにな

ります。

内容について、皆さんいかがでしょうか。

委員 １点だけよろしいですか。摘録４ページをご覧ください。

12 行目が「香春町」となっていますが、「金田町」に修正をお願いしたい

と思います。

委員長 その他ございませんでしょうか。

修正については、次回、最終分（第３回分）と合わせて皆さんに送付した

いと思います。
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（２）第２期実施計画の進捗整理と今後の学校再編整備の考え方のまとめ、答申書（案）の

検討及び作成

発言者 発言内容

委員長 それでは次に、２点目の議題でございます。第２期実施計画の進捗整理

と今後の学校再編整備の考え方のまとめ、答申書（案）の検討及び作成です

が、本日資料としてお配りしております「答申素案について」があると思い

ます。

この答申素案として内容をまとめましたので、その検討に入りたいと思

います。

前回、次回の会議で答申の素案を皆さんに提示するとお伝えしておりま

した。この答申の素案は、前回の会議で承認されました４点の進捗整理の

まとめをもとに、今までの協議内容等も踏まえて、私と後藤副委員長で整

理したものです。

これから１つずつ検討を行っていきたいと思います。

この答申素案について読み上げをいたします。

まず、１点目、中友小学校と明治小学校の再編については、第２期実施計

画において、松原中学校を継続して活用することに変更となり、松原中学

校の通学区域は、大正小学校と中友小学校の通学区域全域であることから、

中友小学校と明治小学校の再編については、計画を見直すことが妥当であ

ると判断しました。

このようなまとめでよろしいでしょうか。ご意見があれば、お伺いした

いと思います。

全委員 異議なし。

委員長 それでは、このようにまとめたいと思います。

次に、２点目でございます。白川小学校と平原小学校の再編については、

平原小学校の児童数が増えたことから、学級数が一定規模で維持されるた

め、先行して再編することなく、第２期実施計画のとおり令和７年度に検

討委員会を設置し、検討するということで整理ができると判断しました。

以上のようなまとめでよろしいでしょうか。

全委員 異議なし。

委員長 次に、３点目の義務教育学校です。義務教育学校については、金田義務教

育学校の初代校長であった委員からの説明や、大牟田市の考え方、これま

での協議内容などを踏まえ、次のようにまとめを行いました。

大牟田市では、第２期実施計画において小中一貫教育の推進を掲げ、こ

れまでも取り組んでいるところです。令和４年４月「大牟田市小中一貫教

育基本方針」を策定し、宮原中学校区においては、小中一貫教育を本格実施

しており、その点検・評価によれば中一ギャップの解消や不登校の減少等

の成果が出ています。

この成果を全市的に進めるためには、小中一貫教育を推進する中心的な

役割を担う義務教育学校が必要であると考えます。

また、松原中学校区においては、平成 23年度に文部科学省から「魅力あ

る学校づくり」の研究指定を受ける等、小学校・中学校が連携して取り組む

授業や行事が継続されており、令和５年度からは、小中一貫教育を本格的

に試行をしているところです。

このようなことから、松原中学校区におけるこれまでの小中一貫教育の
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取組み、松原中学校と大正小学校の立地条件及び校舎等の老朽化、地域か

らの義務教育学校設置の要望、並びに本市のまちづくりの視点からも、松

原中学校区への「義務教育学校」の設置について、前向きな検討が必要であ

ると判断しました。

まとめとしては以上でございますが、ここで前回会議の義務教育学校の

質疑の中で、委員から、小中学校３校が一つの義務教育学校になっていく

中、どういうふうに他の校区の地域との繋がりを、新しい学校につなぎ直

すかという質問を受けておりました。

この点について、事務局何かございますでしょうか。

学校教育

課長

松原中学校区は、本年度より、小中一貫教育制度を試行的に導入してい

るところでございます。松原中学校区には専任の地域学校協働活動推進員

を配置しています。

この推進員は学校内だけでなく、小学校間、中学校間の学校間をつなぐ

役目とともに、さらに学校と家庭、地域をつなぐコーディネータ役を担っ

ております。

そして、本格導入する令和７年度には、地域とともにある学校づくりを

より推進するために、学校運営協議会を設置して、学校と家庭、地域の連携

を強化していく予定になっております。

この仕組みは、義務教育学校になったとしても継続して取り組むことが

できると考えているところでございます。

委員長 それでは義務教育学校についてはこのようなまとめでよろしいでしょう

か。ご意見等ございましたらお受けしたいと思います。

委員 前回、施設の老朽化等について意見を述べさせていただきました。本素

案について見ましたところ、老朽化のことも触れてございます。現場の意

見を取り入れていただきましてありがとうございます。

この小中一貫教育というものが、９年間を見据えて、まちづくりをしな

がら進めていくということで、ぜひ実現させていただきたく思いますが、

施設の建替えがありますので、できればぜひ早急に対応していただきたく

思います。

委員 私も前回大正小学校の施設の老朽化、また子どもたちにとって大変使い

勝手が悪いとの理由で、施設の建替えをぜひ検討していただきたいという

意見を述べさせていただきました。

子どもたちの安心安全な学校生活のためにも、答申素案の中に、義務教

育学校の設置に校舎等の老朽化が盛り込まれておりますので、早急に義務

教育学校の設置について検討していただけるとありがたいと思っていると

ころです。

委員長 校舎の老朽化については、第２回会議の時に話が出て、事務局からもお

答えがあったと思います。もう改修の段階ではなくて、建替えの段階に来

ているというご見解だったと思います。

そのような中で、委員からも金田義務教育学校の時に、タイミング良く

というか、施設が老朽化していて、建替え時期と義務教育学校を設置する

タイミングがちょうど合ったという話でございました。

松原中学校、大正小学校についても、今建替えの時期になろうとしてお

りますので、タイミング的に今のご意見だと早急に建替えをすると同時に、
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義務教育学校の設置を併せてというご意見だったと思います。

ご意見としてお伺いしたいと思います。その他ございませんでしょうか。

委員 宮原中学校でも小中一貫教育を進めておりました。併設型という形で進

めておりますが、やはり小学校３校と中学校１校ということで、色々な合

同行事をするときに、小学校の距離が違いますので、色々なタイムラグが

生じます。

その調整がなかなか難しいところですけれども、義務教育学校という一

体型の学校であれば、そういったことがなく、本当に小中一貫の９年間を

見通した活動が計画的にできるのではないかと思いますので、ぜひ義務教

育学校を進めていただきたいと感じております。

委員長 実際小中一貫教育を実践している学校では、色々な成果が出ているけれ

ども、やはり複数の学校ですので、調整がどうしても必要になってきます。

その中で義務教育学校であれば調整が必要なくなるわけで、今も小中一貫

教育の成果はあるけれども、より大きな成果が期待できるということでは

ないかと思います。

その他、ございませんでしょうか。

皆様から貴重なご意見をいただきました。

まとめとしては、このようなまとめでよろしいでしょうか。

全委員 異議なし。

委員長 ４点目、夜間中学です。夜間中学については、現在三豊市立高瀬中学校夜

間学級の教員である委員から説明をお受けいたしました。また大牟田市の

考え方、そしてこれまでの協議内容なども踏まえて、次のようにまとめを

行いました。

夜間中学については、第２期実施計画において、多様な学習機会の提供

を推進するために設置するとされています。設置に当たっては、市の中心

部に位置し、駅にも近く交通の便がよい松原中学校に設置することを検討

するとされています。

多くの人に等しく教育を受ける機会を保障する役割を担う夜間中学につ

いては、アンケート調査等からも設置する時期にきているのではないかと

考えます。

なお、設置場所については、第２期実施計画のとおり松原中学校に設置

する方向で進めることが妥当であると考えます。

また、「誰一人取り残さない」学びの保障の観点から、昼間の中学校で不

登校となっている学齢生徒を夜間中学に受け入れる不登校特例校について

も、併せて検討が必要であると判断しました。

さらに、他市町からの広域的な生徒の受け入れを行う場合は、福岡県教

育委員会による協議会を設置し、他市町との調整が図られるよう要望しま

す。

以上のようなまとめでよろしいでしょうか。ご意見等があれば、お伺い

したいと思います。

委員 特に私からは、先ほど委員長がお話してくださいました「福岡県教育委

員会による協議会を設置し、他市町との調整が図られるよう要望します」

というところでございます。

三豊市におきましては、残念ながら県教委のイニシアチブが遅れたため
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に、応分負担等の様々な面で、三豊市がすべて負担することがございまし

た。

２年目にやっとその辺の調整がついたのは、やはり県の教育委員会がイ

ニシアチブを持っていったということは否定できません。

したがいまして、ぜひ大牟田市にもお願いしたいと同時に、やはり大牟

田市の人口規模や、この周辺の外国籍や様々な数値から見ても、大牟田市

だけの問題ではないというふうに判断しています。

したがいまして、たくさんのニーズがある他の市町もしっかりと受け入

れられるようにお願いしたいと思います。

委員 前回、夜間中学の質問をさせていただきまして、先生や、大牟田市の話を

お聞きして、まとめにも『「誰一人取り残さない」学びの保障の視点から、

昼間の中学校で不登校となっている学齢生徒を夜間中学に受け入れる不登

校特例校についても、併せて検討が必要であると判断しました』と書かれ

てありますが、昼間の学生のことも前回お尋ねしましたけれども、人生経

験が豊富な方々と交流することは、勉強のやる気も増すと思いますが、そ

れ以上に、これからの人生にとっても、良き学びや良き糧になるのではな

いかと思います。

まとめを読ませていただいて、また先生の話をお聞きして、さらに１日

でも早い設置をお願いしたいと思いました。よろしくお願いいたします。

委員 ２人の委員の方からお話がありましたけれども、関連で、私も同意見で

ございます。

具体に話をしていただいておりますので、この４点目の項目で、これま

で段階を追って議論してきて、もう機が熟しているという状況にあって、

ここにおいて明確に示されていると思います。

なお、設置場所についても明確に示してあることは、非常に大事なこと

であると思いますし、今のご意見にございましたけれども、不登校特例校

についても、ぜひ検討が必要であると私自身も考えます。

小学校の再編と、義務教育学校と夜間中学は、お互いに有機的に関連つ

けて、それぞれが回転を起こしていくことが大事かと思います。

また、環境の整備、インフラについて、広く支援していただけるような動

きになっていけばと願うばかりでございます。

委員長 応分負担の問題です。携わってこられた委員からの貴重なご意見ありが

とうございました。なかなか調整が難しいというお話を聞きましたので、

そういった意味でも、県の方にきちっと調整をしていただけるような協議

会の立ち上げが必要ではないかということで、まとめの中に入れさせてい

ただきました。

それから不登校の特例についても、ずっと出ておりますが、全国で 24 万

人を超す不登校と言われておりますけれども、大牟田市においても同じよ

うに、年々右肩上がりというお話も聞いておりますので、そういった教育

を保障するという意味でも、受け皿をきちっとするということも大事では

ないかという思いで入れさせていただいております。

その他、ご意見等ございませんでしょうか。

委員 先ほどインフラ、環境整備の話が出てきたので、やはり３点目と４点目

を有機的に結びつけながら、ハード面でもいい学校を作って欲しいと思い

ます。
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（３）議事のまとめ

夜間中学にとって、エレベーターがきちんとあって、きちんと明るい雰

囲気で楽しく安心して学べるような、そういった学校を作っていただけた

らと思いながら聞いてました。

委員 福岡県教育委員会がかかわってくれているので、福岡県下の近隣市町村

との関係は作りやすいと思うんですけども、ぜひ熊本側との調整も頑張っ

てやっていただけるように、働きかけをお願いできたらと思いながら聞い

てました。

委員長 貴重なご意見ありがとうございました。

実際設置するということになると、具体的な問題等出てくると思います。

色々な面でご支援をお願いできればと思っております。

その他ございませんでしょうか。

ただいまの答申の素案をご協議いただきまして、概ねご支持をいただく

内容のご意見だったと思いながら、ご意見聞かせていただきました。

ありがとうございます。賛同いただいたということで考えております。

なお、今後のこの答申の最終的なまとめにつきましては、先ほどたくさ

ん貴重なご意見をいただきましたので、そのご意見等を踏まえて、文言の

整理や文案の体裁、付加修正につきましては、私と後藤副委員長に一任い

ただくということで、皆さんよろしいでしょうか。

全委員 異議なし。

委員長 それではそのようにさせていただきます。

それでは、ここで一旦休憩を入れたいと思います。再開後はお知らせを

したとおり、皆さんから各自、一言ずつお願いをしたいと思います。

その後、議題（３）の議事のまとめを行いたいと思います。

休憩

発言者 発言内容

委員長 会議を再開します。

次に、３点目の議題、議事のまとめについてです。

初めに、この検討委員会にご参加いただいた委員の皆様から、どういっ

たことでも構いませんので、各自一言ずつお願いできればと思います。で

きれば、３分ぐらいにまとめていただければと思います。

座席表の順番で時計回りにお願いしたいと思います。なお発言の際は、

マイクを近づけてご発言を願いたいと思います。

全委員 自由意見（主な趣旨等）

（義務教育学校や夜間中学への理解が深まったという感想）

・この会に参加させていただき、夜間中学と義務教育学校について、自分

では理解していると思っていたが、とても浅い理解だったということが

わかった。現場の先生方の生の声を聞かせていただいて、子どもたちの

様子も見させていただいて、本当に子どもたちを大事にするというのは

こういうことなんだというのを改めて思った。
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・今回義務教育学校、夜間中学の話を詳しくお聞きできて、誰一人取り残

さないということを大牟田市も掲げて、そしてその言葉は本当に大切な

言葉だなというのが感じられた。

・少子化に伴い、再編は仕方ないことかと思うが、義務教育学校、そして夜

間中学と、本当に知らない世界を教えていただいた気がして、貴重なお

話本当にありがたく思った。

・新しい言葉、義務教育学校というものを教えていただいたと思う。

（義務教育学校や夜間中学への期待や要望）

・ここまできちんとした答申を作っていただけて、しかもこれから他市と

の調整も含めて進んでいきそうな、夜間中学、義務教育学校の中で施設

も含めて、新しい夜間中学ができそうなところまでご一緒できて本当に

うれしく思っている。

・夜間中学というのは作ってからが勝負なので、まずはスタートに立ちそ

うだというところかと思う。今後とも私もできることは何なりとやって

いきたいと思う。

・九州初となる不登校特例校の可能性があることは、大変大きな進歩だと

思う。わかっているけれどもなかなかできない、学齢期の子が心配と言

いながらも、可能性がなかなか開かれていかない中で、九州初となる不

登校特例校は、これから続く夜間中学の大きな希望の光になると思う。

・やはり大牟田市だけがよければいいというわけでもないし、大牟田市の

人口規模感から考えると、周辺の市町ともしっかりと連携をとっていく

ことは、お互いにとって幸せだということは間違いないと思っている。

そういう中で、これから、本当に設置されるまでは、道のりもそう簡単で

はないと思う。

・どこまでも生徒中心、学習者中心の学校になって欲しいと思う。私も夜

間中学に関わって、三豊で２年経つが、次から次に課題が出てくる。そう

いう中でキーになるのは、現場の先生、そして教育委員会、さらにそれを

支えていく市民の皆様にしっかりと理解していただかないといけないと

思う。生徒中心の夜間中学、義務教育学校になることを願っている。

・素案の中でも、義務教育学校を立ち上げる方向でという話がまとまって、

少し自分の経験が力になれたのかなと非常にうれしく思っている。実際

色々なことがやれる学校ができるんじゃないかと思っているので、色々

な面でご協力させていただければと思っている。

・夜間中学と不登校特例校については、県としても非常に重要な課題とし

てとらえている。子どもたちの行き場、学び場をどう保障していくか、そ

れが大牟田から発信されて、県内いろんな地域に広がっていくことを

我々の立場からも願っているので、今回本当にモデルとして、いい学校

ができて、それが県に広がっていけばと思っている。

・広域連携の話は非常に重要な点だと思うので、香川県にもリサーチしな

がら、福岡県教育委員会としても動いていきたいと思っている。

・先日も大蛇山祭りがあったが、本当に松原校区が祭りの中心になり、大

牟田市の力が一つに集中して、町を盛り上げていると感じた。松原中学

校区で小中一貫、もしくは義務教育学校という形で、大牟田の中心とし

て色々な子どもたちが育っていけば、もっと大牟田の熱が高まるのでは

ないかと思っている。

・これからまちづくりというものを見たときに、義務教育学校という形に

再編が進むのか、進んでいった時に、ＳＳＷ等、地域学校協働活動推進員

も今年度から配置していただいているので、どのような学校ができ上が
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っていくのか、どのようなまちができ上がっていくのか、ものすごく楽

しみになった。

・夜間中学も、詳しくお話を聞けば聞くほど、本当に早く設置していただ

きたいと思うし、中学校や小学校で不登校になられたお子様の話も耳に

するので、そういうお子様たちがよく学べる場を作っていただきたいと

思った。

・一昨日広島原爆の日を迎えて、子ども代表の２人が素晴らしいことを話

してくれたと思った。自分の思いを伝える前に、相手の気持ちを考える

こと、友達の良いところを見つけること、みんなの笑顔のために自分の

力を使うことという言葉に、私はとても感動して、今不登校になってい

る子どもたちも、昼間の学校に行けなくても、夜の学校に行けるという、

その選択肢が１つでも増えるように、大牟田市で、ぜひ夜間中学の設置

をお願いしたいと思う。

・大牟田市内で多様な背景を抱えたたくさんの子どもたちと出会いながら、

なかなか学びの機会を十分に提案することができず、葛藤しているとこ

ろもあった中で、義務教育学校の９年間で、多様な学年の人との交流や、

地域の大人たちとの交流が築ける開かれた学校になっていく、そこがま

た安全で安心な場であるということが子どもたちにとってどんなに豊か

なことかと想像しながらこの会議に参加させていただいた。

・夜間中学で、時間帯も選択しながら、子どもの学びの機会や、育つ権利を

確保していけるところも非常に可能性を感じ、一方で、多様な背景を背

負った子どもたちや大人もいらっしゃる中で、私たちソーシャルワーカ

ーや相談支援という形でも、一人一人を守るために、求められる役割も

大きいのではないかと感じながら、自分自身の身も引き締まる思いだっ

た。

・義務教育も、前期中等教育の高等学校もそうだが、義務教育の前の育ち

の場があって、高等教育に繋がっていく、子どもたちには長い長い学び

の場があるので、今後なお一層、多彩なというか、多極化、また多層化し

ていく形で子どもたちの学びが保障されるのは非常に大事ではないかと

思う。

・今回のこの答申に向けても、まだスタートラインだと思うので、これか

らまたアイディアをどんどん出して、もっと色々な工夫ができて、特例

校という言葉を使わなくていいような、そういうやわらかな学びの形を

作っていけたらいいのではないかと感じた。

（これからの子どもとの向き合い方についての感想）

・これから夜間中学ができていくのは、ハード面は、色々な立場の大人が

やっていくと思うが、ソフト面の部分は、今小学校に勤めている自分が

しっかりやっていくことなのかなと思った。昼の学校で働いているので、

まずは誰一人取り残さないということで、昼間の学校に行きたくなる、

友達に会いたくなる学校づくりをやっていくのは大前提だと思うが、何

かのきっかけで、昼間の学校に行けなかった子たちが、顔を下に向ける

のではなくて、学びたいから今学ぶんだという思いがすごく大切である

こと、そういう友達がいたら応援すべきであること、そういう気持ちを

持ったときにちゃんと市に受け皿があること、こういったことがすごく

大事なのかなと思いながら、この会に参加させていただいた。

・学校に戻ったら、本当に一人一人を大切にしながら、これからも教育に

当たっていくが、自分の人生を大事にできるような子どもを育てていき

たいと思うのと、そういう人を周りがしっかり育てていく、そんな子ど
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もたちをずっと育てていきたいと感じた会だった。

・こんなに不登校が増えている中で、すべての子どもたち誰一人取り残さ

ない学びの保障をするというのは、本当に大変なことだと思うが、すべ

ての子どもたちにとって、安心安全な場があること、自分の居場所があ

ること、学びたいときに学べること、学べる喜びを感じられる場がある

こと、それを作っていくのは、教職にいる私も含めての大人の責任なの

かなとも思っている。

・今後のことも我々は考えていきながら、子どもたちがどのように育って

いくのか、どのような人材を育てていくのかを考えながらいかないとい

けないとしみじみ感じた会議になった。とても勉強になった。

・私たちも、幼児教育に携わる身として、小学校に上がるまでには、10 の

望ましい姿というのが示されているので、しっかりと育てて参りたいと

思う。

・バスのとじ込め事件や、幼稚園のいじめが取りざたされる中、学校の先

生もそうかもしれないが、幼稚園・保育園の教員が手薄になっているこ

ともあったりすると、義務教育学校の６年３年の先生のコミュニケーシ

ョンにも混ぜていただきながら、子どもの教育にまた携わらせていただ

いて、子どもの将来が幸せで、そして世界に羽ばたくような、一人前のす

ばらしい人間になれるように、大牟田の教育が発展発達するよう、この

会合を聞かせていただきながら切に思ったし、先生方の見地、頭が下が

った。本当にこの会合はためになった。

（市の教育行政に対する期待や要望）

・今色々な事件が起きている、それが低年齢化しているのは、随分前から

言われていたことだが、やはり私たちは、小さい子どもをお預かりしな

がら、大人だろうと子どもだろうと、一人一人の心に寄り添って、みんな

が生まれてきてよかったと思える教育をお願いしたいと思う。

・今後、中友、明治、白川、平原が再編される時は、教育委員会も地域の

方々とのスキンシップ、会議を深く深く何回でも何十回でもいいから、

最終的な部分まで進めていただいて、お互いが納得の上、了解の上で再

編をしていただきたいと、再編をした地域から見て思う。

・まちづくりの立場から思うと、今後、大牟田で初めての義務教育学校と

夜間中学についても、学校の先生方とも話す機会があるが、今の学校の

先生方は学校教育に対してものすごい熱心である。だけど大変。自分た

ちが学校の時と比べると今は本当に学校の先生方に余裕がない。この言

葉が適当かどうかわからないが、非常にかわいそうだなと私は感じてい

る。もう少し余裕ある教育というか、そういうのも必要なのかなという

気はしている。

・大牟田市としても、今後魅力ある学校づくりをしていただければと思っ

ている。

委員長 貴重なご意見たくさんいただきました。また委員の皆さんの熱意が伝わ

ってくるような中身でした。

事務局にお尋ねです。今のご意見は摘録にはどんなふうになるんですか。

非常に貴重なご意見でしたので、きちっとまとめる形で残していただけれ

ばありがたいと今思っているんですが、どうですか。

学校再編

推進室長

ただ今のご意見は、摘録に残して整理する予定にしております。

摘録については、またご案内いたします。
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３ 閉会

委員長 よろしくお願いします。

それでは議事のまとめに入ります。議題の３番になりますが、まず、今回

始めに、前回の摘録について皆さんと確認をいたしました。次に答申素案

の検討を行いました。

皆さんの熱心な議論、それから審議等のおかげをもって答申のめどがつ

いたと思います。またスムーズな運営にご協力をいただきまして、心より

感謝を申し上げます。ありがとうございます。

なお、今後のスケジュールでございますが、大牟田市教育委員会の答申

につきましては、私と後藤副委員長で対応したいと思います。

日程につきましては、ただいま調整中でございますが、明後日８月 10 日

でどうかと思っております。

従いまして、本日が全員で集まる最終の委員会にしたいと思います。そ

のような取扱いで皆さんよろしいでしょうか。

全委員 異議なし。

委員長 そのようにいたします。

その他、最後になりますが、皆さんから何かございませんでしょうか。

事務局から何かございませんか。

学校再編

推進室長

今委員長からご案内があったように、８月 10日木曜日に答申をいただく

ということでございます。

答申の日をもってこの検討委員会の委員の皆様の任期も終えられるとい

うことになります。

答申は、林委員長と後藤副委員長で対応されるということでございます

ので、他の委員さんの皆さんのご出席の必要はございません。皆様本当に

ありがとうございました。

なお、答申の最終版につきましては、答申に合わせて、後日、委員の皆様

にもお送りさせていただきます。

また、本日の会議の摘録につきましては、後日書面を郵送いたしますの

で、ご確認をいただきたいと思っております。ご確認いただいた後に、公表

することといたしますので、よろしくお願いいたします。

以上でございます。

委員長 ただいまの事務局からの件、よろしくお願いいたします。

それでは、これをもちまして検討委員会での審議につきましてはすべて

終了いたします。


